
皆様の生活する上での不安や疑問を少しでも解消していただく
ための情報紙として、毎週お届けします。

1

週刊 避難者応援情報紙

9月5日発行

Vol.70

浜通り×さんじょうライフvol.70

・津波注意報の発令を受け迅速に対応
------------------------ 1

・小高区５校PTA夏祭り ------- 2

・新学期は仮設校舎で --------- 2

南相馬市 --------------------- 3

浪江町 ----------------------- 5

双葉町 ----------------------- 9

大熊町 ----------------------- 16

富岡町 ----------------------- 19

いわき市 --------------------- 21

郡山市 ----------------------- 22

・第５回食事会 --------------- 23

・新潟混声合唱団 第42回定期演奏会
ご招待 --------------------- 23

・ふるさと絆交流会in長岡市 --- 24

目 次

●被災自治体News

●交流ルームひばり通信

●南相馬市ＨＰ「フォトレポ南相馬」より

フィリピン東方沖地震の影響で津波注意報が発令され

たのを受け、市役所には危機管理課の職員をはじめ、消

防署員や警察官が集まり、情報収集に当たりました。

注意報は、津波到達時間よりも早い9月1日午前0時
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小高区の小中学校5校の夏祭りは鹿島小体育

館で行われ、児童生徒約160人と保護者や教

職員が参加しました。

5校のＰＴＡで作る連絡協議会が主催し、射

的や輪投げなどのゲームのほか、大阪府のＮ

ＰＯ法人「雅夢(がむ)」の和太鼓演奏が披露さ

れるなど、参加した皆さんはゲームを楽しみ

交流を深めました。

オープニングを飾る和太鼓演奏 軽快なバチさばき お菓子のプレゼント 高得点を目指して

25８

じゃんけん勝負 ストラックアウト 太鼓に挑戦！ 狙いを定めて

全員で記念撮影

27８
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小高商業高校は原町高の校庭に建設された

2階建ての仮設校舎で2学期をスタートしま

した。

生徒は「小高の校舎には戻れませんが、自

前の校舎で勉強できるのはうれしいです」と

話し、新しい校舎での授業に臨みました。

校庭西側に建てられた仮設校舎 教室に向かう生徒 2学期がスタート！ 真剣に取り組む1年生

原町高第二体育館での始業式 商業研究大会の表彰
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※1週間ごとに変わります。

みなみそうまチャンネルは、
交流ルームひばりのパソコンとテレビでもご覧いただけます。

【福島県内市町村別】

2浅川町7大玉村28桑折町114須賀川市

2鮫川村8石川町32田村市125白河市

2天栄村9国見町33鏡石町154伊達市

3平田村14磐梯町35川俣町176二本松市

7,347合 計4古殿町17小野町37西郷村384新地町

1富岡町5玉川村18会津美里町44本宮市463会津若松市

1広野町5北塩原村19下郷町57猪苗代町674郡山市

1塙町6矢祭町22三春町68会津坂下町783いわき市

1矢吹町7金山町25棚倉町72南会津町1,837福島市

1柳津町7只見町25西会津町103喜多方市1,916相馬市

人 数市町村人 数市町村人 数市町村人 数市町村人 数市町村

19,202)(8/235宮崎県17岐阜県56青森県558神奈川県

19,094合 計5熊本県18大分県58愛知県606栃木県

14※海外5鳥取県18滋賀県62福井県639千葉県

-山口県6香川県20広島県99静岡県834茨城県

1鹿児島県8岡山県21福岡県103岩手県880埼玉県

3徳島県9愛媛県30沖縄県114長野県1,023東京都

3奈良県10三重県37石川県122秋田県1,213新潟県

4佐賀県11富山県38京都府134北海道1,413山形県

4高知県13長崎県46兵庫県135山梨県2,926宮城県

4和歌山県14島根県48大阪府360群馬県7,347福島県

人 数都道府県人 数都道府県人 数都道府県人 数都道府県人 数都道府県

2012.8.30現在 （南相馬市HPより）【都道府県別】

※南相馬市外に避難している人数南相馬市民の避難状況

南相馬市からのお知らせ

3浜通り×さんじょうライフvol.70
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平成２４年６月に実施した下記の市民意向調査の結果をホームページでご覧いただけます。

復興に関する市民意向調査

１８歳以上の市民から無作為抽出した３０００人に対して実施した意向調査の結果です。

・【速報】復興に関する市民意向調査結果（概要版）

・【速報】復興に関する市民意向調査結果

旧警戒区域及び旧計画的避難区域世帯主意向調査

旧警戒区域及び旧計画的避難区域内の全世帯主に対し実施した意向調査の結果です。

・【速報】旧警戒区域及び旧計画的避難区域世帯主意向調査結果（概要版）

・【速報】旧警戒区域及び旧計画的避難区域世帯主意向調査結果

問い合わせ 復興企画部 企画課 復興推進係
〒975-8686
南相馬市原町区本町二丁目27番地
南相馬市役所 本庁舎2階 正庁

０２４４－２４－５３５８
０２４４－２３－２５１１
ｋｉｋａｋｕ＠ｃｉｔｙ.ｍｉｎａｍｉｓｏｍａ.ｌｇ.ｊｐ

浜通り×さんじょうライフvol.704

昨年４月より受け付けを行っておりました東日本大震災による「り災証明書」の申請について、

平成２４年１１月３０日で終了いたしますので、り災証明書が必要な方は平成２４年１１月までに

申請をお願いいたします。

なお、り災証明書の再発行と、旧警戒区域および計画的避難区域内に所在する家屋の申請

については引き続き申請を受け付けます。

・ り災証明申請書

・ 再判定申請書

問い合わせ
総務部 税務課 資産税係

〒975-8686
南相馬市原町区本町二丁目27番地
南相馬市役所 本庁舎１階

０２４４－２４－５２２７
ｚｅｉｍｕ＠ｃｉｔｙ.ｍｉｎａｍｉｓｏｍａ.ｌｇ.ｊｐ

ホームページからダウンロードできます。

TEL

FAX
TEL

E-mail

E-mail

市民意向調査

8月29日ＨＰ更新

鹿島区と原町区の「り災証明書」の申請受付を終了します。

（旧警戒区域および計画的避難区域を除きます。） 9月1日ＨＰ更新
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浪江町からのお知らせ
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町では、健康診査の実施をはじめ、内部被ばく検査、甲状腺検査等について、県や関係機

関と協力し毎年継続して実施していますが、このたび、これらの検査結果や震災後の行動記

録、病院等の受診記録等について記録し、生涯にわたり健康管理に役立てていただくよう「健

康管理手帳」を作成し、配布することとなりました。（現在、順次発送中です。）

この手帳により、ご自身の健康状況を把握し、今後の健康管理に役立てていただきたいと思

います。

なお、すでに内部被ばく検査を受検された方については、結果を印字させていただいており

ますのでご了承願います。

また、現在、医療費の窓口負担が免除されておりますが、今回の東京電力福島第一原発事

故の賠償・責任の当事者である国に対し、恒久的な医療費の無料化を求めて参りますので、

皆さまのご理解とご協力をお願いするところであります。

問い合わせ 健康保険課 放射線健康管理係 ０２４３－６２－０１２３

１０月１日から浪江町国民健康保険および後期高齢者医療保険の被保険者の方々も、

「一部負担金等免除証明書」の提示が必要となります。

一部負担金等免除証明書は、９月下旬に郵便でお送りする予定ですので、もうしばらくお待

ちください。

社会保険等にご加入の方々は、お勤め先かご加入の保険者にお問い合わせください。

（なお、入院時食事療養費の標準負担額や接骨院等を受診した際の療養費一部負担金相当

額等については、平成２４年３月１日以降ご負担いただくこととなっています。）

問い合わせ 健康保険課 国保年金係 ０２４３－６２－０１２３

６５歳以上の第１号被保険者の平成２４年度介護保険料は、減免となります。

問い合わせ 健康保険課 介護保険係 ０２４３－６２－０１２３

詳しくは、チラシ「医療機関等で受診される被災者の方々へ」をご覧ください。

TEL

TEL

TEL

健康管理手帳の配布について

8月29日ＨＰ更新

医療費一部負担金等免除証明書の発行について

8月29日ＨＰ更新

平成２４年度分介護保険料について

8月29日ＨＰ更新
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問い合わせ 健康保険課 ０２４３－６２－０１２３TEL

道路や建物などに沈着した放射性物質からの放射線による外部被ばく量を測定するため、

個人積算線量計による外部被ばく量を測定しました。

日常生活の過ごし方や線量計の使用方法の違いなどにより測定値に多少の幅はありますが、

推定される年間被ばく量の概算平均値は、おおむね１mSv以下でした。

測定期間

第１回目 平成２３年９月１０日～１２月９日（３カ月間）

第２回目 平成２３年１２月９日～平成２４年３月９日（３カ月間）

測定対象者および回収状況

１８歳以下および妊婦（県内在住） （単位：人、mSv、%）

個人積算線量計（ガラスバッチ）測定結果について

8月30日ＨＰ更新

0.9167.57680.195290.256521,138合計

0.6870.7290.18270.301241妊婦

1.0558.52790.211600.28251477高校生

0.9960.2590.16260.285398中学生

0.8176.2990.16650.2576130小学生

0.8277.03020.182510.23260392幼児

平均値測定者平均値測定者

年間積算線量
概算平均値

延べ
回収率

延べ
測定者

第2回目第1回目
対象者対象

グループ

年間被ばく量概算（単位：人、%）

100.0768292795999302合計

0.11010005mSv以上

0.54001124～5mSv以下

2.5190522103～4mSv以下

7.35603546112～3mSv以下

23.31799801617571～2mSv以下

66.35092015836732221mSv以下

比率合計妊婦高校生中学生小学生幼児

測定結果から（弘前大学被ばく医療総合研究所）

一般に３カ月の積算線量で、０．２５mSvを超えると年間１mSvを超える可能性が高いので、注

意する必要があります。

線量の高い場所を把握し、なるべく距離を置くなどの工夫が必要です。

ただし、１mSvを超えたからといって健康を害することはほとんどありません。

浜通り×さんじょうライフvol.706
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問い合わせ 健康保険課 ０２４３－６２－０１２３TEL

放射性物質の吸入による内部被ばく量について、ホールボディカウンタにより測定しました。

平成２３年度は、福島県において、子供や妊婦を優先に内部被ばく検査を実施し、約3,700

人が検査を受けました。

今年度は、浪江町においても「ホールボディカウンタ」を購入し、検査を開始しました。

現在、浪江町、福島県、ひらた中央病院などで検査を実施していますが、これまでの検査結

果では、健康へ影響を及ぼすような数値は検出されていません。

検査概況

検査対象者

４歳以上

検査方法等

・検査機器 CANBERRA社 FASTSCAN

・検査場所 仮設津島診療所に隣接設置

・検査時間 ２分間

・検出限界 セシウム137（240ベクレル） セシウム134（180ベクレル）

検査結果概要（平成23年6月27日～平成24年7月31日検査分）

福島県やひらた中央病院での検査結果を含めた現在までの状況は次のとおりです。

年齢別対象者、検査者数、検査率

内部被ばく検査（ホールボディカウンタ）の結果について

8月30日ＨＰ更新

※預託実効線量：

体内から受けると思われる内部被ばく線量について、成人で５０年間、子どもで７０歳までの

累積線量を表したもの。

33.721.821.236.428.675.9102.3検査率

6,9982,3345078366231,6081,090検査者

20,77610,7222,3922,2992,1782,1191,066対象者

計50歳～40歳～30歳～20歳～10歳～4～9歳

検査結果

6,998256,991

計2mSv1mSv1mSv未満
預託実効線量



被災自治体News

問い合わせ 生活支援課 住宅支援係 ０２４３－６２－０１２３TEL

福島県借上げ住宅特例措置の受付期間について、福島県より１０月入居可能物件（県内の

民間賃貸住宅）についても対象となる旨の連絡がありましたので、お知らせいたします。

なお、１１月以降の受け付けについては、現在、明確な結論が出ておりません。通知がありま

したら改めてお知らせいたします。

また、住み替え（県内から県内、県外から県内への移動に限る）につきましては、特別な事情

がある場合に、一度に限り（世帯分離も含む）認められます。詳しくは、お問い合わせください。

福島県借上げ住宅【特例】制度の受付期間について

9月3日ＨＰ更新

浜通り×さんじょうライフvol.708

警戒区域から持ち出した車両について、再計測・再除染ができます。

希望される方は、受付電話番号に連絡してください。

受け付けは、国から委託を受けた東電環境エンジニアリング株式会社（以下、東京環境）が

行います。

浪江町役場での受け付けできませんので、ご注意ください。

受付電話番号

０８０－６８５７-４１１５

受付時間

午前８時３０分～午後５時３０分

申し込みの流れ

1.受付電話番号に電話し、氏名、連絡先（携帯電話番号）、車種、車両ナンバー、再計測・

再除染の希望日を伝える。

2.他の希望者とのスケジュール調整後、再計測・再除染日時、待ち合わせ場所（道の駅なら

は等）などご連絡します。

再計測・再除染当日の流れ

1.再計測・再除染希望車両で待ち合わせ場所に向かう。

2.東電環境と合流後、東電環境の先導により検問を通過し、毛萱・波倉スクリーニング場に向

かう。

3.スクリーニング場で再計測・再除染を実施

4.再計測・再除染終了後、東電環境の先導により検問を通過し、帰宅する。

警戒区域からの持ち出し車両の再計測・再除染について

9月3日ＨＰ更新
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双葉町からのお知らせ

双葉農業普及所は、毎月県内５カ所で、避難されている農家の皆さんの相談窓口を設置し

ております。９月の日程は下記のとおりです。

窓口では、相談者の現在の状況を聞き取らせていただきながら、皆さんが必要な情報（農産

物・土壌モニタリング結果、原子力災害に対応した農業技術情報、資金・事業の紹介など）を

わかりやすくご説明しますので、お気軽にお越しください。

郡山市緑ヶ丘東七丁目応急仮設住宅 集会所 （富岡町仮設住宅）9月26日（水）

男女共生センター1階 （浪江町役場二本松事務所）
9月14日（金）
9月28日（金）

郡山市富田町若宮前応急仮設住宅 集会所 （富岡町仮設住宅）9月13日（木）

ＪＡあいづ 本店3階 （ＪＡふたば組合員サポートセンター）
9月 7日（金）
9月21日（金）

いわき明星大学 大学会館2階 （楢葉町役場いわき出張所）
9月 6日（木）
9月20日（木）

三春貝山多目的運動公園管理棟 （葛尾村役場三春出張所）
9月 6日（木）
9月20日（木）

場 所開設日

※時間は、午前１０時～午後３時です。

※町村問わず最寄りの窓口にお越しください。

※上記以降の日程は随時お知らせいたします。

双葉農業普及所ブログ『ふたばの農業通信』にも掲載しておりますのでご利用ください。

携帯電話からもご覧になれます。（携帯電話のパケット料金にはご注意ください。）

問い合わせ 福島県相双農林事務所 双葉農業普及所
０２４６－２４－６０４４
０２４６－２４－６１４２

住所： いわき市平梅本１５（県いわき合同庁舎４階中会議室）
FAX
TEL

双葉農業普及所からのお知らせ

8月28日ＨＰ更新
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ポリオの定期予防接種ワクチンについては、生ポリオワクチンに代えて、平成２４年９月から

不活化ポリオワクチンが導入されます。不活化ポリオワクチンの定期接種は次のように行いま

す。

接種方法が変わります

生ポリオワクチンは経口接種（口から飲む）でしたが、不活化ポリオワクチンは皮下接種（皮

下に注射）となります。

４回（初回３回・追加１回）の接種が必要です

不活化ポリオワクチンは、初回接種として２０日から５６日までの間隔をおいて３回、また追

加接種として初回接種終了後６カ月以上の間隔をおいて１回、合計４回の接種が必要です。

※ただし、９月１日の不活化ポリオワクチンの導入時点では、４回目の追加接種は国内臨床

試験実施中のため定期接種対象外です。

海外等ですでに不活化ポリオワクチンを１～３回接種されている方については、不足分の

接種を受けることができます。

詳しくは、厚生労働省ホームページ「どうすればいいの？ポリオワクチン」）をご覧ください。

初回接種は生後３カ月から１２カ月の間に受けましょう

標準的な初回接種（１～３回目）の接種年齢は、生後３カ月から１２カ月です。

なお、生後９０月（７歳６カ月）に至るまでの間であれば、過去に生ポリオワクチンを受けそび

れた方も、不活化ポリオワクチンの定期接種を受けていただくことが可能です。

通年で接種できるようになります

生ポリオワクチンによる定期接種は、これまで春・秋に行われてきましたが、不活化ポリオワ

クチン導入後は、多くの市町村で通年接種（個別接種）が可能になります。

４種混合ワクチン（ＤＰＴ＋不活化ポリオワクチン）の定期接種は、平成２４年１１月からの導

入に向けて準備が進められております。

すでにＤＰＴ（ジフテリア・百日咳・破傷風）の接種を開始している方は、継続して受けてい

ただき、ポリオについては、原則単独の不活化ポリオワクチンを接種することになります。

詳しくは、厚生労働省ホームページ

（http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/polio/dl/leaflet_120510.pdf）をご覧ください。

導入前に１回目の生ポリオワクチンを接種した方、不活化ポリオワクチンを１～３回

接種している方は、合計４回となるように残りの回数を受けてください。

すでに生ポリオワクチンを２回接種された方は、不活化ポリオワクチンの追加接種

は必要ありません。

次ページへ続きます

ポリオワクチンの定期接種について（不活化ポリオワクチンが導入されます）

8月29日ＨＰ更新
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※避難先で取り扱いが異なりますので、ご注意ください。

●福島県内に避難されている方
直接医療機関に予約をしてから接種してください。（医療機関での接種費用はかかりま

せん。）
予診票のない方は送付しますので、下記までご連絡ください。

●福島県外に避難されている方
避難先市町村で無料で接種することができますので、避難先市町村の担当課にご相談

ください。

問い合わせ
双葉町埼玉支所 健康福祉課 健康づくり係

０４８０－７３－６８９９

双葉町国民健康保険および後期高齢者医療保険にご加入の方につきましては、医療機関

等にて被保険者証を提示することによって医療費一部負担金が免除されておりますが、１０月

１日からは被保険者証の他に「一部負担金等免除証明書」の提示が必要になります。

（一部負担金等免除証明書の提示がない場合には、自己負担分が発生いたします。）

一部負担金等免除証明書については９月下旬に役場に届出のある避難先へ郵便にて送付

いたします。被保険者の方からの申請は必要ありませんが、避難先に変更がある場合には必

ず役場まで届出をしてください。また、住所変更の時期によっては行き違いになる可能性もあ

るため、郵便局で転送の届出も行っていただくようお願いいたします。

社会保険等にご加入の方は、ご加入の保険者にご確認ください。

なお、国民健康保険から社会保険等に切り替わった場合には役場に国民健康保険資格喪

失の手続きが必要となりますので、必ず手続きをしてください。手続きがなされない場合、重複

して健康保険に加入している状態になってしまいますので、必ず手続きをしてください。

問い合わせ 双葉町埼玉支所 健康福祉課 国保年金係
０４８０－７３－７８３５

詳しくは、今週号のチラシ
「医療機関等で受診される被災者の方々へ」をご覧ください。

TEL

医療費一部負担金等免除証明書の発行について

8月30日ＨＰ更新

TEL
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問い合わせ 双葉町災害対策本部 義援金配分係 ０４８０－7３－７６８７TEL

東日本大震災の義援金につきましては、国内外の多くの皆さまから温かいご支援をいただき、

誠にありがとうございます。

双葉町では、お寄せいただきました義援金を次のとおり配分しております。

国・県義援金（平成２４年７月３１日現在）

◇歳入 ： ３，８４３，７３７，４０８円 ◇歳出 ： ３，５７５，８１５，０００円（配分済）

義援金の配分状況について

8月30日ＨＰ更新

義援金配分の流れ等

義援金配分算出方法

○国・県第１次配分は世帯数に応じて配分

○第２次配分以降は一人当たりで算定して配分

新生児に対する配分

○平成23年3月11日から同年12月31日までの間に生まれた新生児

国・県義援金および町義援金については第２次配分以降から配分しています。

○平成24年1月1日から同年3月8日までの間に生まれた新生児

第２次追加配分２回目以降から配分しています。

義援金配分の流れ

国（日本赤十字社、中央共同募金会、日本放送協会、NHK厚生文化事業団に寄せられた

義援金）および福島県に寄せられた義援金は、福島県配分委員会により基準等を決定し、

双葉町に配分されます。

また、個人・団体等から双葉町に寄せられた義援金は、東日本大震災義援金双葉町配分

委員会により配分基準を決定し、国・県義援金と同様に町民の皆さまに配分しています。

平成23年9月上旬～500,000-遺族代表１人当たり震災遺児（県）

平成23年7月下旬～-350,000遺族代表１人当たり死亡義援金

平成23年7月下旬～-350,000遺族等代表１人当たり行方不明義援金

平成24年4月上旬～23,000世帯代表１人当たり第２次追加配分２回目

平成23年10月下旬～52,000世帯代表１人当たり第２次追加配分

平成23年8月上旬～38,000212,000世帯代表１人当たり第２次配分

平成23年4月下旬～50,000350,000世帯代表１世帯当たり第１次配分

配分時期県義援金国義援金配分先配分単位

町義援金（平成２４年７月３１日現在）

◇歳入 ： ４８２，０１４，７４２円 ◇歳出 ： ４０３，４４５，０００円（配分済）

平成23年12月下旬～15,000世帯代表１人当たり第２次配分

平成23年7月下旬～40,000世帯代表１人当たり第１次配分

配分時期町義援金配分先配分単位
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例年にも増して暑かった夏が過ぎ、実りの秋を迎えようとしております。そして私たちを

最も熱くさせたのは、ロンドンオリンピックであります。自転車競技に出場した渡邉一成

選手はメダルには届きませんでしたが、「双葉町の希望の星」として懸命の走りで、避

難生活で塞ぎがちな私たちに元気と感動を与えてくれました。心から感謝を申し上げま

す。

今年の夏も、全国各地に避難している小中学生が裏磐梯に集いました。一年ぶり

の再会であり、時を惜しむように、変わらぬ友情を温めあっていたようであります。通い

慣れた学校を追われ、友達や先生とも別れ別れになり、加えて放射能による健康不

安を抱えての避難生活、原発の事故による最大の犠牲者は子どもたちです。

双葉町としても「仮の町」を整備し、早く学校を再開し、双葉町の教育を受けさせた

いと考えております。復興再生の道のりが長くなるものと予想される中で、その担い手と

なるのは若い人たちです。そのためにも充実した教育環境を整備し、地域社会から求

められる人材の育成に努めなければならないものと考えております。

さて、原発事故を取り巻く情勢ですが、国ならびに東京電力から避難指示区域の

見直しに伴う賠償額の基準が示されました。しかし、私たちが原発事故で受けた大き

な心の傷を癒し、生活再建を図るために足り得るものではありません。避難指示区域

の見直しについても、双葉町は従来のコミュニティーの維持と平等な賠償額の確保と

いう観点から、町内全域を「帰還困難区域」に指定するよう国に要求しておりますが、

未だに明確な回答が示されておりません。

一方、中間貯蔵施設については、８月１９日、国、福島県と双葉地方８町村との協

議で調査候補地が示されました。しかし、最終処分場が示されず、また、双葉地方に

特化した復興再生計画が示されないまま納得できるものではありません。もっと議論を

尽くさなければなりません。

公開された東京電力のテレビ会議の映像。刻々と迫る危機的状態が映し出される

中で、住民の避難や放出された放射能を心配する声などは無く、最優先されるべき

地域住民の安全が置き去りにされていたこともわかりました。東京電力には事故を起こ

した当事者として全てにおいて誠意ある対応を強く求めてまいります。

平成２４年９月１日

双葉町長 井戸川 克隆

誠意ある対応を （町長メッセージ）

9月1日ＨＰ更新
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双葉町では、東日本大震災および福島第一原子力発電所の事故により避難されている方々

に、雇用の場を臨時的に確保し、雇用の創出を図ります。

つきましては、次の募集要領により双葉町臨時職員を募集いたします。

募集要項

雇用対象者

東日本大震災および福島第一原子力発電所事故により避難している双葉町民の方で、仕

事に就いていない方

※休業手当または失業手当を受けている方が、給付を受けながらの雇用はできません。

雇用期間

おおむね３カ月間(平成２４年１０月１日～１２月３１日)を予定

※下記募集No.9(福島支所:避難者健康支援業務)、No.11(いわき南台連絡所:避難者健康

支援業務)は、平成２４年１０月１日～平成２５年３月３１日を予定しております。

勤務地

双葉町埼玉支所(埼玉県加須市)、双葉町福島支所(福島県郡山市)、双葉町つくば連絡所

(茨城県つくば市)、双葉町いわき南台連絡所(福島県いわき市) 

募集期間

平成２４年９月３日(月)～９月１１日(火) 

面接日時

平成２４年９月１３日(木) 午前９時から

※面接開始時間は、個別にご連絡いたします。

募集業種等

《埼玉支所求人職種等》

「緊急雇用創出基金事業」による双葉町臨時職員の募集について

9月3日ＨＰ更新

夜間巡回(施設内外)･鍵の施錠及び解除
※シフト制による夜間勤務で土･日･祝日
出勤有り

21:00～6:006業務補助
<避難所管理>
施設内夜間巡回・指導

4

①施設内の簡易な修繕
②施設内外の環境美化
※シフト制で土･日･祝日出勤有り

8:30～17:151業務補助
<避難所管理>
施設内外環境美化

3

各種避難者支援イベントの対応
※シフト制で土･日･祝日出勤有り

8:30～17:151業務補助
<避難者支援>
イベント運営支援業務

5

支援物資の受入、整理、供給
※シフト制で土･日･祝日出勤有り

8:30～17:152業務補助
<避難所管理>
支援物資の管理

2

役場各課の一般事務補助
※必要な経験等:パソコン操作

8:30～17:1513事務補助
<事務補助>
行政機能向上のための
一般事務

1

業務の内容就業時間求人数求人職種業務名
募集
No.

次ページへ続きます

浜通り×さんじょうライフvol.7014



被災自治体News

《つくば連絡所求人職種等》

マイクロバス等の車両運転
※必要な経験等:大型車運転免許所持者

8:30～17:151運転手
<避難者支援>
生活支援車輌運行業務

7

仮設入浴場維持管理･ボイラー管理
※シフト制で土･日･祝日出勤有り
※ボイラー技士2級以上優遇

8:30～17:152業務補助
<避難者支援>
仮設浴場管理業務

6

業務の内容就業時間求人数求人職種業務名
募集
No.

埼玉支所との連絡調整及び避難町民支援8:30～17:152事務補助
<事務補助>
行政機能向上のための
一般事務

8

《福島支所求人職種等》

福島県内仮設住宅、借上げ住宅居住者の
健康支援等
※必要な資格:保健師、看護師、准看護師
のいずれか

8:30～17:152業務補助

<避難者支援>
避難者健康支援業務
*雇用予定期間：
H24.10.1～H25.3.31

9

《いわき南台連絡所求人職種等》

いわき市内仮設住宅、借上げ住宅居住者
の健康支援等
※必要な資格:保健師、看護師、准看護師
のいずれか

8:30～17:152業務補助

<避難者支援>
避難者健康支援業務
*雇用予定期間：
H24.10.1～H25.3.31

11

福島支所との連絡調整及び避難町民支援8:30～17:153事務補助
<事務補助>
行政機能向上のための
一般事務

10

申し込み方法

市販の履歴書にご記入のうえ、お住まいの近くにあるハローワークからの「紹介状」をご持

参し、募集No.を受け持つ各支所での手続きをお願いします。

埼玉支所 募集No.1～8の業務

※埼玉支所業務の[No.1～7]の雇用を希望される方は、行田ハローワーク出張所(旧騎西

高校2階雇用相談室内)で「紹介状」の手続きができますのでご利用ください。

福島支所 募集No.9～11の業務

郵送の場合は、９月１１日(火)午前中までに必着でお願いします。

※ご注意:郵送の場合、郵送後必ず担当支所へ電話でご連絡ください。

埼玉支所 〒347-0105 埼玉県加須市騎西598-1

双葉町埼玉支所産業振興課 双葉町臨時職員募集係あて

０４８０－７３－６８８０(代)

福島支所 〒963-8024 福島県郡山市朝日1丁目20-2

双葉町福島支所総務班 双葉町臨時職員募集係あて

０２４－９７３－８０９０(代)

問い合わせ 双葉町埼玉支所 産業振興課商工観光係
０４８０－7３－６８８０（代）

TEL

TEL

TEL
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福島県内応急仮設住宅等の環境放射線量率の測定結果について、お知らせいたします。

【測定日：平成２４年８月３１日（金）】

応急仮設住宅等の環境放射線量率簡易測定結果について

9月5日ＨＰ更新

0.1780.1890.1470.159つくば市：つくば連絡所

0.0700.0830.0570.051いわき市：南台応急仮設住宅

0.0930.0960.0890.096猪苗代町：上川原応急仮設住宅

0.1540.1850.0750.104会津若松市：城前応急仮設住宅

0.2790.3180.1410.163白河市：郭内応急仮設住宅

0.9301.4520.3700.264郡山市：日和田応急仮設住宅

0.3790.2680.1340.150郡山市：喜久田応急仮設住宅

0.5850.5710.4150.427郡山市：富田応急仮設住宅

0.1580.1710.1350.146福島市：さくら応急仮設住宅

0.4820.4880.3010.252福島市：北幹線第二応急仮設住宅

地上1m
測定値

地上5cm
測定値

地上1m
測定値

地上5cm
測定値

敷地内高線量地点
簡易測定値（μSｖ/h）

各集会所提示板前
簡易測定値（μSｖ/h）

測定箇所

問い合わせ 双葉町埼玉支所 住民生活課 ０４８０－7３－６８８０（代）TEL

大熊町からのお知らせ

電話番号

0246-24-6033 いわき地方振興局県税部

0244-26-1126相双地方振興局県税部

0241-62-5213南会津地方振興局県税部

0242-29-5254会津地方振興局県税部

0248-23-1517県南地方振興局県税部

024-935-1254県中地方振興局県税部

024-523-4699県北地方振興局県税部

原子力災害に係る不動産取得税の軽減制度について

8月29日ＨＰ更新

現在、警戒区域等に指定されている区域内

に、家屋とその敷地をお持ちの方が、県内外を

問わず、それらに代わる家屋とその敷地を新た

に取得した場合、一定の要件を満たしていれ

ば、特例控除により不動産取得税の額が軽減

されます。

詳しくは、新たに取得した家屋等の所在地を

所管する地方振興局県税部までお問い合わせ

ください。

浜通り×さんじょうライフvol.7016
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平成２４年１０月１日以降の一部負担金免除証明書の取り扱いについて

医療機関を受診した際にかかる窓口負担(一部負担金)については、平成２４年９月３０日ま

では被保険者証の提示により免除証明書の提示に代えることができるため、今まで「一部負

担金免除証明書」を発行していませんでした。

しかしこの度、平成２４年１０月１日以降の医療機関を受診する際の取り扱いが厚生労働省

より示され、平成２４年１０月１日以降医療機関を受診する際には、医療機関窓口にて保険証

と一部負担金免除申請書の提示が必要となりました。(平成２４年１０月１日以降は保険証だ

けでは一部負担金の免除をうけることができません。)

このことに伴い、一部負担金免除証明書につきまして次のとおり交付いたしますのでお知ら

せいたします。

一部負担金免除証明書発送対象者

大熊町国民健康保険・後期高齢者医療保険へ加入している方

交付について

対象者へ一部負担金免除証明書を郵送します。

一部負担金免除証明書の交付申請は必要ありません。

大熊町安否確認に登録されている住所へ発送します。（一斉発行時は各個人へ郵送）

一斉発行による一部負担金免除証明書の発送は、９月２０日を予定しています。

平成２４年１０月１日以降医療機関を受診する際には、保険証(７０歳から７４歳の方は高齢

受給者証も)と一部負担金免除申請書を必ず持参してください。

現在のところ東日本大震災により一部負担金の免除を受けられる期間は平成２５年２月２８

日までとなっています。(一部対象外の費用を除く)

一部負担金免除証明書の返却について(国民健康保険加入者の方へ)

社会保険等に加入した場合や、生活保護に該当した場合・大熊町から転出される場合に

は、国民健康保険資格喪失の手続きとともに保険証および一部負担金免除証明書の返却

が必要となります。忘れずお手続きください。

社会保険等や、震災後に大熊町から転出し、転出先の市町村で国民健康保険・後期高齢

者医療保険に加入して一部負担金免除証明書の発行を受けている方へ

平成２４年１０月１日以降、再度証明書の発行が必要となる場合がありますので、加入して

いる健康保険の保険者に確認してください。

大熊町国民健康保険・後期高齢者医療保険へ加入している方へ

8月31日ＨＰ更新

問い合わせ
大熊町役場 会津若松出張所 住民課 国保年金係

０１２０－２６－３８４４（代）TEL

17浜通り×さんじょうライフvol.70
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スクリーニング場が変更になりました。

平成２３年３月１２日以降に警戒区域から持ち出しした車両について、住民の皆様からの要

望により、個別に再計測・再洗浄を行っております。

なお、楢葉町の区域の見直しに伴い、これまでＪヴィレッジで実施しておりました持ち出し車

両の再計測・再洗浄について、平成２４年９月１日以降は毛萱・波倉スクリーニング場で実施し

ております。

※毛萱・波倉スクリーニング場：福島第二原子量発電所に隣接する駐車場

警戒区域からの持ち出し車両の再計測・再洗浄について

9月3日ＨＰ更新

問い合わせ
大熊町役場 会津若松出張所 災害対策本部

０１２０－２６－３８４４（代）TEL

浜通り×さんじょうライフvol.7018

お申し込み先

東電環境エンジニアリング(株)

予約電話番号

０８０－６８５７-４１１５

受付時間

８時３０分～１７時３０分
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福島第一原子力発電所20km圏内の測定結果について

9月3日ＨＰ更新

問い合わせ
文部科学省 原子力災害対策支援本部 加藤

０３－５２５３－４１１１ 内線4604、4605TEL

富岡町住民説明会資料

9月4日ＨＰ更新

14.5

25.1

6.1

49.4

5.3

9.8

2.6

18.6

39.0

2.5

2.2

14.5

8/28

14.7

22.7

6.2

49.5

5.8

10.1

2.8

20.2

36.8

2.5

2.0

15.4

8/15

15.1

25.2

6.2

49.8

6.2

9.9

2.8

18.7

38.6

2.3

2.1

14.3

8/8

NaI15.415.414.112.713.8南約4km熊川50

IC24.624.825.422.621.7南南西約4km熊川47

NaI6.86.86.96.76.2西南西約3.5km小入野38

IC48.448.352.750.750.8西南西約3km夫沢37

NaI6.05.65.65.55.3西南西約5km下野上36

NaI10.39.68.88.69.0西南西約7km野上35

NaI2.82.62.42.32.4西南西約8km大川原34

NaI19.519.720.920.821.1西約2.5km夫沢30

IC38.539.040.340.040.4西約2.5km夫沢29

NaI2.62.52.42.52.2西約11km野上26

NaI2.42.52.22.22.2西約14km野上25

NaI14.114.115.815.215.2西北西約2.5km夫沢23

8/17/257/197/127/3
線量計

空間線量率(μSv/h)
住所(測定位置) №

線量計の種類

NaI : NaI（ヨウ化ナトリウム）シンチレータによる値 ／ IC : 電離箱による値

測定実施者：電力会社

問い合わせ 富岡町役場郡山事務所 企画課 ０１２０－３３－６４６６TEL

19浜通り×さんじょうライフvol.70

富岡町からのお知らせ

９月１日にいわき市で、９月２日に郡山市で、賠償の基準や区域の見直し、除染の方針に関

する国からの富岡町住民説明会が開催されました。

その際に配布した国の資料をホームページからダウンロードできます。

※PDFファイルのため、今回配布したタブレット端末では ご覧いただくことはできません。

この住民説明会の資料（紙ベース）については、９月７日に全世帯に郵送いたします。

説明会資料（区域の見直しについて）

説明会資料（新しい賠償基準について）

説明会資料（除染・廃棄物処理について）
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富岡町健康増進センター「リフレ富岡」施設利用回数券の払い戻し

9月4日ＨＰ更新

リフレ富岡は、平成２３年３月１１日の東日本大震災により、温泉施設・設備の破損やプール

の天井の落下などの甚大な被害を受けましたが、原発避難指示により町内への立ち入りがで

きないため、供用開始の目途は立っておりません。そのため、利用回数券の払い戻しを受け

付けています。

払い戻しの受付期間

平成２４年４月２日（月）～１２月２８日（金） ※払い戻しの受付期間を延長しました。

払い戻しを行う回数券

全館・温泉・プールおよびトレーニングルームの施設利用回数券

（優待券等は対象となりません。）

払い戻しの請求方法

富岡町健康増進センター使用料還付申請書に必要事項を記入し、回数券を添えて請求し

てください。

郵便での申請もできますので、お問い合わせください。

また、申請書は、ホームページからダウンロードできます。

払い戻しの支払方法

お支払いは口座振り込みとさせていただきますので、必ず申請書に口座情報を記入してく

ださい。

払い戻しの額

回数券の残枚数によって、下表のとおり払い戻しいたします。 （単位：円）

問い合わせ
富岡町役場郡山事務所 健康福祉課
〒963-0201 郡山市大槻町西ノ宮４８－５

０１２０－３３－６４６６
０２４－９６１－３４４１

TEL

浜通り×さんじょうライフvol.7020

－－－－－－－－－－－－－

300600900120015001800210024002700300030003000中学生

300600900120015001800210024002700300030003000大人トレー
ニング
ルーム

300600900120015001800210024002700300030003000小中学生

70014002100280035004200490056006300700070007000大人プール

100200300400500600700800900100010001000小学生

250500750100012501500175020002250250026502800中学生

50010001500200025003000350040004500500051505300大人温 泉

300600900120015001800210024002700300030003000小学生

4509001350180022502700315036004050450046504800中学生

100020003000400050006000700080009000100001015010300大人全 館

1枚2枚3枚4枚5枚6枚7枚8枚9枚10枚11枚12枚区分 残枚数

FAX
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本格除染に向けたモデル事業を実施しました

9月3日ＨＰ更新

市では、市内でも比較的放射線量の高い久之浜・大久地区において、住宅等の除染を試行

的に行い、その効果を検証し今後の除染方法の構築を図るため、本年６月から除染モデル事

業を実施しました。

実施対象

敷地周辺が住宅地や山林など、立地環境が異

なる７軒の住宅を対象としました。

敷地内の除染をしたほか、森林が隣接する３軒

については、森林の除染も併せて行いました。

除染作業の内容

敷地内については、表土の入れ替え、樹木の枝打ち、雨どいの落葉などの除去、屋根の

洗浄などを実施。隣接する森林については、住宅敷地の縁から最大２０ｍの範囲において、

樹木の枝打ちや枝葉の除去等を実施しました。

なお、空間線量の低減効果を確認するため、各作業の前後や作業中において、詳細な空

間線量の測定を行いました。

いわき市からのお知らせ

次ページへ続きます

21浜通り×さんじょうライフvol.70

枝打ち・表土の入れ替え（左：作業中 右：作業後）
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効果の検証

各作業において空間線量の低減が図られ、特に効果が大きいのは、表土の入れ替えであ

ることが確認されました。また、住宅に隣接する森林の除去作業においては、枝打ちなどによ

り、住宅敷地や家屋内の空間線量の低減につながることが確認されました。

今後の除染の進め方

今回のモデル事業の結果を踏まえながら、「いわき市除染実施計画」のスケジュールに基

づき、今年度においては、追加被ばく線量が年間５mSv/h以上の地区および福島第一原発

から３０キロ圏内を含む地区である、川前、久之浜・大久、小川、四倉のそれぞれの一部と、

保育施設、教育施設、公園などの子どもの生活空間の除染を優先的に実施する予定です。

除染は、これまでに前例のない取り組みであることから、常にその有効性などについて検証

し、効果的・効率的な方法を見極めながら進めていきます。

問い合わせ 行政経営部 原子力災害対策課 ０２４６－２２－１２０４TEL

浜通り×さんじょうライフvol.7022

0.220.253％～24％家屋の屋根の洗浄

0.220.253％～47％雨どいの落葉などの除去

－－5％～28％樹木の枝打ち等（隣接森林）

0.310.5211％～68％樹木の枝打ち等（敷地内）

0.200.4224％～88％表土の入れ替え

除染後除染前

Aさん宅の例(μSv/h）空間線量の

低減効果
作業内容

原子力災害への取り組みをまとめた冊子を作成

9月3日ＨＰ更新

郡山市からのお知らせ

本市は、市民の皆様が健康で安心して生活することができるよう、これま

で小中学校の表土除去やサーベイメーターの貸し出し、水道水の放射性

測定等の対策を実施してきましたが、これらの取り組みについて取りまとめ

た冊子を作成しました。

今後も随時更新して参ります。

※冊子「子どもたちにとびきりの笑顔を！－郡山市の原子力災害対策の

取り組み－」は、ホームページからダウンロードできます。

問い合わせ 原子力災害対策直轄室 ０２４－９２４－４７３１TEL
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交流ルームひばり通信

～二つの世界からのミサ～

新潟混声合唱団の皆さんから、演奏会へのご招待のお話をいただき
ました。

新潟混声合唱団は約３０人で構成され、南相馬市からの避難者の方
も参加されているそうです。

お友達や親子で、合唱団の皆さんによる素晴らしい歌声を聴きに
行ってみてはいかがでしょうか。

簡単シュウマイ

五目きんぴら

冷 汁

かぼちゃの白玉

食生活改善推進委員協議会の皆さんのご協力で行ってきました食事会を、今回は９月１８

日（火）に行いま～す！

これまで参加された方はもちろん、新たに参加したいという方も、皆さんで、作って

食べて お話をして、楽しい 一日にしましょう！

とき・ところ

９月１８日(火) 総合福祉センター ３階

調理実習室 ９時～（調理）

会議室 １２時～（会食）

参加対象 三条市に避難されている方（会食のみの参加も大歓迎！）

参加費 一人 ５００円

募集人数 ３０人

申込締切 ９月１５日（土）

第５回

こんだて

と き ９月２２日（土/祝） 開演１４：００（開場１３：３０）

ところ 新潟市音楽文化会館ホール

入場料 無 料（招待チケットが必要です）

★チケットは、ひばりに用意してあります。
９月１７日（月/祝）までにお申し込み
ください。

前回の食事会

問い合わせ・申し込み 交流ルーム ひばり （総合福祉センター内）

０２５６－３３－８６５０

ｈｉｂａｒｉ_ｓａｎｊｏ_ｎｙｈ＠ｙａｈｏｏ.ｃｏ.ｊｐ

[開館時間] 8：30～18：00 [休館日] 毎週木曜日

TEL

E-mail
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発行/三条市総務部政策推進課 三条市旭町二丁目３番１号
Tel 0256‐34‐5511

024-924-7101郡山市

0243-33-1111本宮市

浪江町:男女共生センター内

（二本松市郭内一丁目196-1）
双葉町:旧騎西高校

（埼玉県加須市騎西598-1）
大熊町:会津若松市役所追手町第二庁舎内

（会津若松氏追手町2番41号）

富岡町:郡山市大槻町西ノ宮48-5

024-525-3793福島市

市町村名 電話番号 以下の町は役場機能が移転しています

南相馬市 0244-24-5232

浪江町 0243-62-0123

双葉町 0120-455-770

大熊町 0120-26-3844

富岡町 0120-33-6466

川内村 0240-38-2111

いわき市 0246-25-0500

被災自治体 問い合わせ先一覧

1南相馬市鹿島区

9南相馬市原町区

12郡山市

1本宮市

1福島市

市町村名 世帯数

南相馬市小高区 43

浪江町 8

双葉町 4

大熊町 2

富岡町 2

川内村 2

いわき市 1

三条市に避難している
世帯数( 2012.9.5現在）

交流ルームひばり通信

東日本大震災復興支援協議会主催にて、東日本大震災に

より新潟県に避難されている皆様へ、広域的に交流会が行

われることになりました。「新たな出会い」・「交流の輪

の広がり」・「思わぬ再会」などあるかと思われますので、

大勢の方の参加をお待ちしています。

とき

９月２２日（土/祝）

１１：００～１５：３０

ところ ハイブ長岡 （２階特別展示室）

参加対象 次の市町村に避難されている方

長岡市、三条市、小千谷市、加茂市、十日町市、見附市、燕市、魚沼市、

南魚沼市、田上町、出雲崎町、湯沢町、津南町

参加費 無 料

送 迎 あ り

申込締切 ９月１５日（土）

問い合わせ・申し込み

交流ルーム ひばり （総合福祉センター内）

０２５６－３３－８６５０

ｈｉｂａｒｉ_ｓａｎｊｏ_ｎｙｈ＠ｙａｈｏｏ.ｃｏ.ｊｐ

[開館時間] 8：30～18：00 [休館日] 毎週木曜日

詳しくは、
今週号のチラシを

ご覧ください。

TEL

E-mail


